
上野遊水地見学と食文化学習活動名

上野遊水地に関する学習と見学を行い、遊水地の目的と治水を学ぶとともに、川魚の試食を行い、
川に関わる食文化学習を行う。
また今回は下流の淀川管内・木津川出張所管内河川レンジャーとの合同活動として、上流域の
住民としての下流とのつながりを考え、上下流の交流を行う機会とする。

参加者 44名

実施日 平成23年12月4日(日)　10:00～15:00

活動No H23-⑪

淀川遡航終点の碑と遊水地見学・服部川での水生生物調査　12:30~14:00

上野遊水地集中管理センターおよび長田橋東詰周辺実施場所

活動目的

長田橋周辺で淀川遡航終点の碑と遊水地を見学し、舟運について学習した。
その後、服部川に移動し水生生物を観察した。

実施河川レンジャー 西河川レンジャー

◆活動全般について
・下流のレンジャーとの交流を兼ねた活動として実施したのでき有意義な活動になったと思う。
・上野・名張からの初めての参加者もいて、遊水地や食文化、下流とのつながりについて知って
　もらう事ができた。
・下流の活動報告は、子ども達がしっかりと目的と考えを持って活動をしており、今後の活動の
　参考にしたい。
・下流のレンジャーとの交流では、“木津川は一つである”という事を認識でき、今後も交流を
　していきたい。

西レンジャーより食文化に関する昔の様子を説明し、川魚の試食を行った。

感想
考察

講師 木津川上流河川事務所　森下係長

活動内容

上野遊水地の学習　10:00~11:20

下流参加者との交流　14:00~15:00

木津川上流河川事務所　森下係長より遊水地に関する説明をしてもらい、遊水地の目的と治水に
ついて学習した。

上流管内河川レンジャー活動報告と、下流から親子水辺の学校の活動状況を聞かせてもらった。

食文化学習　11:20~12:30
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　　はい(17)　　いいえ(8)

○今までに「河川レンジャー」の活動に参加した事があるか？

　　はい(20)　　いいえ(5)

　　・水をきれいにしないといけないと思った。日々汚れた水を流さない様に気をつけたい。

　　　(下流参加者の感想) 　　　※抜粋、詳細は別途アンケート集計表に記載

　　　下流の洪水を防ぐ効果もあり、上流の人達の工夫・努力に感謝。上流の水はとてもきれい。

○今までに「川」に関する活動や学習会に参加したことがあるか？

　　・下流は上流に”してもらわないといけない”立場。共存について今後考え実行していきたい。

　　すごく知りたいと思った(16)　　知りたいと思った(5)　　思わなかった(3)　　未記入(1)

○活動に参加しての感想や意見は？

　　・木津川下流の活動報告、大変すばらしかった。　　・水生生物が沢山いるのにビックリした。

　　・水に入るのはたのしかった。いろんな魚をみれてよかった。

　　ちょうど良かった(17)　　長かった(８)

○活動に参加して「川」に興味や関心を持ったか？

　　はい(23)　　いいえ(2)

○川についてもっと知りたいと思ったか？

◆活動目的の達成状況について (参加者意見等より)
・遊水地の意義や上下流間の思いやりの心、共存について知ってもらう事ができたので、目的は
　達成できたと思う。
・下流の子ども達の活動報告より、活動実施も大切だが、活動の記録を発表をしていく事も必要で
　あるという事が分かった。今後は発表方法も考えながら上下流交流を続けていきたい。

◆活動運営状況について (要員間の連絡体制や安全管理体制の評価)
・参加人数44名となったが、上流管内河川レンジャーと下流河川レンジャーや協力スタッフにも
　役割分担と補助をしてもらい、特に問題なく活動する事ができた。
・木津川に入ってみたいという要望より調整を行ったが、当初の調査地点はぬかるんでいた為、急遽
     服部川に変更した。その際バスの駐車や川まで徒歩移動をせざるを得なくなった。変更する際の
　実施方法や移動手段も周到に計画する必要がある事を再認識した。

名

感想
考察

　　（上流参加者の感想)　　　※抜粋、詳細は別途アンケート集計表に記載

○活動は楽しかったか？

　　すごく楽しかった(11)　　楽しかった(14)

○活動時間はどうだったか？

回答者数 ： 25

参加者
意見

　　・ナマズ、モロコの天ぷらおいしかった。「食べる」ということも大切。「遊水地」の役目、

　　・私達に出来る事は何か？何気なく流していた物についてとても反省している。

　　・水生生物が住める環境を作っていかねばならないと思った。

　　　川らしいなあと思った。　　・子どもが遊べる川辺空間がもっと多いと幸せなのに。

　　・川に深い所とかがあることが分かった。

　　・上野へ下流の子供達を連れて行きたいと思った原点
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　　・いろいろな団体へ案内

○多くの方に活動に参加してもらうために、どのような広報を希望するか？

　　・学校にチラシを配布(5)　　・口コミ　　・新聞や情報誌に掲載(2)

○きれいな「川」にするためにみんなができることは？

　　・ゴミをすてない　　・ゴミ拾い　　・みんなで協力をする。　　・下水処理場の完備

　　・川の水を飲んでいることを忘れない。　　・川に興味を持つこと！

　　・川をよごさない　　・外来生物を放さない。　　・生き物を大切にする

　　・子供が常に遊んでいること　　・汚水を川に流さない　　・みんなで川を知ること

　　・家庭では汚れた食器等はまずふき取る。洗剤等は自然に近い物、不要に何でも流さない。

　　・川魚を食べても安心なくらいきれいな川になってほしい。

　　・下流も遊べる場所がいっぱい。今も開拓中。上流はいっぱいありますね！！うらやましい。

　　・安全第一だがとりつく島のないｺﾝｸﾘｰﾄだらけでは「大事にしよう」という意識が育たない。

　　　子供たちの心の原形として残せる風景であってほしいと思う。

　　・安心して泳げる川　　・泳げる川　　・生物種が保全されている川　　・生物の住める川

　　・昔は川で泳いでいた記憶がある。　　・安全性を考え勉強会があれば良いと思う。

　　・遊べる川　　・子どもがなくなることのない川と社会、家庭づくりが求められている。

　　・子どもたちのﾌｨｰﾙﾄﾞになるような場所に。　　・安全で魚がたくさんすんでいる川。

　　　自信をもって川とつき合えるようになったらいい。

　　・たくさんの人は川は危険だと思っている。昔みたいにもっとあそびたい。

○どんな「川」になったらいいと思うか？

　　・ゴミのない川　　・きれいで遊べる川　　・きれいな川　　　・安全な川　　

　　・下流にくらべてゴミが少なく、水もきれいだった。

　　・上流の川に関して、非常にたくさん魚がとれそうな地点がいっぱいあるので、

　　　できればもっと川にアプローチできる場所が多くあればもっと川ガキが増えると思う。

　　・もっと親しみたいけれど親自身に経験がなく、お世話にして下さる方がいないと楽しめない。

　　・川=汚いと感じていた。ゴミが多く近づけないくらい足場が悪い所が多い。

　　・下流の親子川の学校の活動に感動した。上流でも親子の活動や勉強会が盛んになると良い。

　　・子どもが毎年川でなくなっている。痛ましいことだ。

　　・治水を優先してきたところから、それ以外にも世間が動けば良いと思う。

　　・魚をとりたい。　　・生き物がいっぱい。　　・ゴミが多い　　・きれい　

　　・川は楽しいから、きれいであってほしい。泳いだり遊んだりしたい。　　・遊び場

　　・いま水質低下、子供達が水遊びの出来る安全な川に。

　　・川は生きていることを実感している。　　・水に身近に接することが大事。

参加者
意見

○今後、参加してみたい活動や勉強会は？

　　川下り(17)　　ｶﾇｰ体験(10)　　防災学習(9)　　歴史・文化学習(9)　　自然学習(8)　

　　・毎日の食器洗いのとき油汚れなどを拭きとってから洗う。

　　・地域のフェスティバルや学校の文化祭等で紹介

　　水生生物調査(7)　　ウォーキング(7)　　野鳥観察会(5)

○『川』について感じていることや思っていることは？
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遊水地学習

川魚の観察

食文化学習

川魚試食の調理 川魚試食

淀川遡航終点の碑にて学習 遊水地見学

開催案内・注意事項等説明

活動状況
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下流河川レンジャー活動報告 下流河川レンジャー活動報告

遊水地見学 水生生物調査

水生生物調査 水生生物調査

活動状況

遊水地見学 遊水地見学
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広報チラシ等
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